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１ モデル事業地
及び事業の概要



モデル事業地の位置

木島平村

北信森林管理署

モデル事業地



事業期間：８月３日 ～ １０月２１日

受注者：北信州森林組合

資 材 量：２，８３２㎥

生 産 量：１，５５４㎥

面 積：１７．８４ｈａ

事業場所：往郷山国有林
１４８く林小班ほか ３

事業概要

事業名：森林環境保全整備事業
（保育間伐活用型ほか北信２四ノ宮）

伐 採 率：３３％ 列状間伐２残１伐
（一部定性）



１４９や１４９け

１４９た１４８く

林 分 概 要

林小班 １４８く １４９た １４９け １４９や

面積（ha） ６．６７ １．８２ ５．９８ ３．３７

林齢 ４０年生 ３２年生 ４３年生 ４０年生

蓄積（m3/ha） ３６９ ３０７ ４９０ ４１６

単材積
（m3/本）

０．２６ ０．２０ ０．２９ ０．２５

林地傾斜 ２３° １６° ３１° ３２°

樹種 スギ スギ スギ スギ



２ 林業事業体の概要

事業体名 北信州森林組合

代表理事組合長 中山 稿一

素材生産体制 作業員 20名 5班体制

（1班作業道開設専門）協力事業体2社

保有機械 スイングヤーダ4台 プロセッサ3台

ハーベスタ1台 フォワーダ5台

平成27年度 20,540ｍ3

年間素材生産量 （民有林16,330ｍ3 国有林4,210ｍ3）

内直営班生産16,351ｍ3

平均労働生産性5ｍ3/人・日



３ 事業の具体的な内容



林道

作業道

既存作業道

土場

森林作業道
の線形

路網密度
198m／ha



・従来のシステム

・改善した作業システム

フォワー
ダ林内
運搬

プロセッ
サ造材

スイング
ヤーダ集材

作業道作設

+

チェンソー列
伐倒

フォワー
ダ林内
運搬スイングヤーダ

集材（単胴）

フォワーダ
運搬

プロ
セッサ
造材

プロセッサ

直取集材・
造材

作業道作設

+

チェンソー
列伐倒

・工程間の生産性の差がボトルネック

・生産性の差を均一

40ｍ3/人・日
（20×2人）

20ｍ3/人・日
（10×2人）

60ｍ3/人・日
40ｍ3/人・日

60
ｍ3

60ｍ3



・生産性を均一にした作業システムの結果

プロ
セッサ
造材

フォワー
ダ

林内運
搬

スイングヤー
ダ集材
（単胴）

フォワーダ
運搬

先行伐倒

森林作業道
作設

+

チェンソー
列伐倒

プロセッサ

直取集材・
造材

46ｍ3/人・
日

42ｍ3/人・日

20ｍ3/人・日
10ｍ3×2名

64ｍ3/人・日集材35ｍ3/
人・日

造材39ｍ3/人・日

60ｍ3/人・日
30ｍ3×2名

60ｍ
3

・各工程間での生産性の差をなくしボトルネックを改善
・プロセッサを止めることなく稼働率がＵＰ



モデル
事業地

近隣事業地
（民有林）

機械
・
人員

近接事業地
からの融通



事業
面積
（ha）

生産量
（m3）

平成25年度

１７．９８ １，４４１

モデル林 １７．８４ １，５５４

保育間伐活用型

北信１四ノ宮

※ 同程度の事業量

平成25年度 保育間伐活用型

北信１四ノ宮との比較



モデル林平成２５年度

プロセッサの稼働率の比較

稼働
稼働



稼動 伐倒等

0 20 40 60 80 100 120

日数

稼動 伐倒等 休み 機器修理

稼動 張替等

0 20 40 60 80 100

日数

稼動 張替等 休み 稼動なし 林内補修

稼動 伐倒等

0 20 40 60 80 100

日数

稼動 伐倒等 休み

機械毎の稼働日数

プロセッサ スイングヤーダ

フォワーダ

モデル林

H25

モデル林

H25

モデル林

H25



列状間伐後
の

２回目の間伐について



単胴ウインチ

定性間伐区

ＰＣ直取



列内走行 全幹集材

伐倒後の状況

ハの字で
伐倒



列間の移動 木寄集材状況

木寄作業後



作業工程 森林作業道 伐倒
木寄
集材

造材

定性 87.50 23.03 16.60 73.33

増減 ８１％ １１８％

列状 107.37 31.67 24.59 62.41

林内
運搬

44.00

９４％

46.60

システム

6.33

7.84

７３％ ６８％ ８１％

列状間伐と定性間伐との比較

集材別
面積
(ha)

作業量 人工

プロセッサ
（直取り）

1.30 123 2.00

計 2.30 220 13.25

単胴ウインチ 1.00 97 11.25

功程

16.60

備 考

枝払い同時作業

荷掛あり２名

61.50

8.62

集材方法別の比較



・残存木の保護ができた。

定性間伐の効果

・支障木の発生が抑えられた。



４ 生産性向上プログラムでの取組内容
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森林作業道 伐倒 集材 造材 林内運搬 林内生産性
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5.06

104.5

30.1
23.02

63.75
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7.59

目標及び実行林内労働生産性

目標

実行

生産性の達成状況



ＰＤＣＡサイクルの活用

Ｐ会議 平成28年7月21日



ＰＤＣＡサイクルの活用

ＤＣ会議 平成28年10月5日
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森林作業道 伐倒 集材 造材 林内運搬
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92.44

18.19 18.51

38.51 39.69

期間途中の生産性（期間８／３～９／２３）
目標

実績



ＰＤＣＡサイクルの活用

Ａ会議 平成29年1月26日



作業日報の活用



各工程別仕掛り材積の推移

伐倒 集材 造材 運搬

フォワーダ
２台体制

雨

雨
造材作業で
伐倒が減少

運搬作業で
造材が減少

日数

材積



・３年前の同種事業より向上

４．４０ → ７．５９

・２回目間伐手法の一例

・作業員の意識変化

５ 取り組み結果のまとめ

効果



平成29年度に向けて

・事業体との情報共有

・適切なフィ－ドバックの実施

課 題

・高密度路網、目標生産性の指標

・２回目間伐の実施方法



木材検収システム

・木口寸検の手間はかかるが・・・

・ペーパーレスで検収データを自動送信

・出来高集計に使用（国有林生産性向上プログラムでも活
用）

フォワーダ積載時
に検収

検収機能付ハーベスタ
に期待

画像検知はエラーが多く休止中



レーザー航測データの活
用

導入の目的

・立木調査結果の平準化

・調査業務の省力化

・林分情報の高精度化

・情報活用の迅速化

レーザー航測実施の概要

・レーザー計測（飛行機を飛ばす）は長野県で実施

・長野県は地形の解析のみ

・管内民有林（約37,000ha）のうち
20,400haを森林資源量解析

航空機計測では4点/㎡にレーザー照射



森林資源解析データ

● ・・・立木単点

・・・所有界

・・・林相界（１）

・・・林相界（２）

・立木調査結果の平準化・調査業務の省力化・林分情報の高精度化・情報活用の迅速化

立木単点データ：樹種、樹高、胸高直径、材積などを内包



微地形図（赤色立体図・CS立体図）

・森林境界明確化等、現地調査の作業省力化

調査素図作成や事前調査の作業過程で、地形図では読み切れなかった情報が容易に判読可能となった。

・路網計画

崩壊跡地の判読など、ルート選定の補足情報として活用している。

システム上は簡易的な路網設計も可能。

微地形図（赤色立体図）
に実測境界線をレイヤ

オルソ画像に実測境界線をレイヤ

計画図に実測境界線をレイヤ



定性間伐後の林分


